
コンプライアンス体制の整備状況

	 　法令等遵守（コンプライアンス）態勢について　�

　当行の法令遵守（コンプライアンス）態勢につきましては、
「コンプライアンスが経営の最重要課題の一つである」との認
識のもと、コンプライアンス態勢の構築・強化を図るため、コ
ンプライアンスチェックの一層の強化及び管理体制面の整備、
並びに営業店への指導を徹底するなど、コンプライアンス重
視の経営に努めております。

　具体的には、コンプライアンス実現のための実践計画である
「コンプライアンス・リスク管理プログラム」を半期毎に取締
役会で決定し、その実践に努めているほか、「コンプライアンス
統括室」による臨店指導を強化するなど、営業現場のコンプラ
イアンスの徹底を図っております。

■コンプライアンス（法令等遵守）につきましては、銀行の持つ
社会的責任と公共性を強く認識し、経営の最重要課題の一
つとしてとらえ、取締役が誠実にかつ率先垂範して取り組ん
でおります。

■コンプライアンスの基本方針や態勢等について審議等を行
うコンプライアンス、オペレーショナル・リスク管理委員会
を設置しております。また、統括部署として経営管理部内に
コンプライアンス統括室を設置し、その下に本部各部の次
席クラスをコンプライアンス統括室兼務調査役として配置
するとともに、各部店にコンプライアンス責任者及び同担当
者を配置しております。

■コンプライアンス態勢の整備・確立のために必要な基本的
事項を「法令等遵守規定」に定め、これに則り、「鳥取銀行倫
理規定」や「コンプライアンス・マニュアル」を制定の上、全
役職員に配布・活用し、法令等違反の未然防止に努めてお
ります。
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金融ADR制度
金融ADR制度とは、金融機関業務に関する紛争を解決するための裁判外
紛争解決手続のことをいい、当行が契約している指定紛争解決機関は全
国銀行協会相談室です。全国銀行協会相談室は、銀行に関するさまざま
なご相談やご照会、銀行に対するご意見・苦情を受け付けるための窓口と
して、一般社団法人全国銀行協会が運営しています。ご相談・ご照会等
は無料です。
また、全国銀行協会相談室がお客さまから苦情の申出を受け、原則として
２ヶ月を経過してもトラブルが解決しない場合には、「あっせん委員会」をご
利用いただけます。詳しくは全国銀行協会相談室にお尋ねください。

0570-017109　または　03-5252-3772電話番号
月～金曜日

（祝日および銀行の休業日を除く）
午前９時～午後５時

受 付 日

受付時間

※一般社団法人全国銀行協会は銀行法および農林中央金庫法上の指定紛争解決機関です。

■取締役会は、コンプライアンス実現のための実践計画である
「コンプライアンス・リスク管理プログラム」を半期毎に決定
し、担当部門を明確にした上で全行を挙げてその実践に努
めております。コンプライアンス統括室は進捗状況につい
て取締役会へ報告し、また、監査部はコンプライアンスの徹
底・遵守状況を検証し、取締役会へ報告しております。

■行内でコンプライアンス違反を発見した場合、またはそのお
それがあると判断される場合の通報方法として、ホットライン

（内部通報）制度を設け、行内外に通報窓口を設置しており
ます。当行は通報者を擁護し、人事処遇等において不利益
な取扱いをしないこととしております。

■お客さまの保護及び利便の向上の視点や、業務の健全性及
び適切性の観点から、「顧客保護等管理方針」を定め、組織
体制や必要な内部管理規定を整備するとともに、お客さま
の視点から業務を捉えなおし、不断に検証し改善していくこ
とによって、管理態勢の整備・確立を図っております。

法令等遵守（コンプライアンス）態勢 リスク管理体制

	 　リスク管理体制について　�

　金融のグローバル化やIT技術の進展などにより、銀行を取
り巻く環境は大きく変化してきており、またお客さまのニーズの
多様化・高度化などに伴い、銀行が直面するリスクも多様化・
複雑化しております。銀行経営においては、様々なリスクを的確
に把握したうえで管理する一方、リスクに見合った適正な収益
を確保することが従来にも増して重要になってきております。

　このような環境のなか、当行は各種リスクの所在・大きさを
正確に把握し、総合的なリスク管理の実現に向けて、体制整備・
インフラ整備を進めております。具体的には、リスク管理の統括
部署である経営管理部で業務運営におけるリスク全般を統括・
一元化し、リスク管理体制の充実・強化に努めております。

リスク管理体制の整備状況
■当行の業務運営におけるリスク管理の基本方針である「リス

ク管理統括規定」を制定し、当行における各リスクの所在と
区分を定義するとともに、経営管理部を統括部署として各リ
スクの管理部署及び管理における取締役会をはじめとする
各階層の役割と責任を明確化しております。

■「リスク管理統括規定」に基づき、経営陣の積極的な関与の
もと、各リスク管理方針、諸規定等の整備、リスク管理手法・
コントロール手法の高度化への取り組み、及びそのノウハウ
の蓄積と活用を行っております。

■各リスク管理部署は、主管するリスクの管理状況を定期的
にまたは必要に応じてリスク管理統括部署へ報告し、リスク
管理統括部署は各種リスクの運営管理状況を集約し、有効
性、適切性等を検証・評価して担当役員に報告するほか、
定期的に取締役会等に報告しております。

■監査部は、各部店について各種リスク管理方針及び管理規

定等に基づいた適切な業務運営がなされているか等に関
し、定期的、または必要に応じて検査・監査を行い、定期的
に取締役会等に報告するとともに、必要に応じて関係部署
に対し改善提言等を行っております。

■自己資本管理については、「自己資本管理規定」に基づき、
経営統括部を管理部署として自己資本管理態勢の整備・
確立に積極的に取り組みます。また、適正に自己資本比率
を算定するとともに、自己資本充実度の評価における自己
資本及びリスクを明確に定め、継続的に自己資本の充実度
の評価、モニタリング及びコントロール等を行い、取締役会
等へ報告し、リスクに見合った十分な自己資本を確保してお
ります。

■不測の事態に即応するため「危機管理計画（コンティンジェ
ンシープラン）」を整備し、各事象を想定した訓練の実施に
努めております。
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